
(57)【要約】

【課題】

ヒューム管やボックスカルバート等の埋設水路用管材を

、地下水貯留槽の構成部材として利用することにより、

用途に応じた地下水貯留量の変更を容易に行うことがで

きる地下水貯留槽およびその施工方法を提供する。

【解決手段】

透水性の外形部位を有して構成された槽本体４を、地下

水位上限位置Ａより低位の地中域に埋設し、かつ当該槽

本体４に貯留された地下水を、地表面９に突出する連通

筒３を介して取り出すに、上記槽本体４を、横置きした

埋設水路用管材２の外周上面２ａに、その内部に通じる

連通筒３を一体に延出して構成、かつ当該管材２の開放

両端面４ａ、４ｂを、複数の透孔５ｂ、６ｂを穿設した

コンクリート蓋５、６で閉塞した。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 水 性 を 有 す る 槽 本 体 を 、 地 下 水 を 含 有 す る 帯 水 層 に 埋 設 し 、 か つ 当 該 槽 本 体 に 貯 留 さ れ
た 地 下 水 を 、 地 表 面 に 突 出 す る 連 通 筒 を 介 し て 取 り 出 す よ う に 構 成 し た 地 下 水 貯 留 槽 に お
い て 、 上 記 槽 本 体 は 、 横 置 き し た 埋 設 水 路 用 管 材 の 壁 面 に 、 そ の 内 部 に 通 じ る 連 通 筒 を 一
体 に 設 け 、 か つ 当 該 管 材 の 開 放 両 端 面 を 、 複 数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 で 閉 塞 し
て な る こ と を 特 徴 と す る 地 下 水 貯 留 槽 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 槽 本 体 は 、 複 数 の 埋 設 水 路 用 管 材 を 横 方 向 に 連 接 し て 構 成 さ れ 、 か つ そ の 開 放 両 端 面
を 、 複 数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 で 閉 塞 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 地 下 水 貯 留 槽 。
【 請 求 項 ３ 】
複 数 の 埋 設 水 路 用 管 材 を 横 方 向 に 連 接 し て 構 成 さ れ た 槽 本 体 は 、 管 材 内 部 に 通 じ る 連 通 筒
を 外 周 上 面 に 延 出 し た 一 つ 以 上 の 第 １ の 埋 設 水 路 用 管 材 と 、 増 設 専 用 の 一 つ 以 上 の 第 ２ の
埋 設 水 路 用 管 材 と か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 地 下 水 貯 留 槽 。
【 請 求 項 ４ 】
　 地 表 面 か ら 地 下 水 を 含 有 す る 帯 水 層 ま で 掘 削 し て 、 所 要 の 法 勾 配 を 有 す る 掘 削 部 を 形 成
す る 工 程 と 、
　 砕 石 を 敷 き 詰 め た 掘 削 部 底 部 に 、 埋 設 水 路 用 管 材 の 壁 面 に 、 そ の 内 部 に 通 じ る 連 通 筒 を
一 体 に 設 け 、 か つ 当 該 管 材 の 開 放 両 端 面 を 、 複 数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 で 閉 塞
し て な る 槽 本 体 を 横 置 き し 、 そ の 周 囲 お よ び 上 部 に 砕 石 を 充 填 す る 工 程 と 、
　 掘 削 さ れ た 掘 削 土 を 充 填 し た 砕 石 の 上 面 に 埋 め 戻 す 工 程 と 、
　 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 地 下 水 貯 留 槽 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 地 下 水 貯 留 槽 に 係 り 、 詳 し く は 、 農 業 用 水 と し て 、 あ る い は 、 地 震 や 火 災 等 の
災 害 発 生 時 等 に 、 必 要 な 水 を 提 供 可 能 な 地 下 水 貯 留 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 か ら 、 雨 水 、 水 道 水 等 を 供 給 源 と す る 防 災 用 水 や 灌 漑 用 水 は 、 所 要 の 土 地 区 画 域 に コ
ン ク リ ー ト 製 の 用 水 池 を 設 置 し て 、 こ の 用 水 池 か ら 目 的 に 応 じ た 取 水 を 行 う こ と が 知 ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 防 災 用 と し て 用 水 池 を 使 用 す る 場 合 は 、 一 度 に 大 量 の 水 が 必 要 と な る た め
に 専 用 の 土 地 区 画 域 を よ り 多 く 必 要 と し 、 ま た 気 象 変 化 や 雨 期 ・ 乾 期 に お け る 貯 留 水 量 の
増 減 、 異 物 の 混 入 防 止 等 に 対 し て 配 慮 し な け れ ば な ら ず 、 更 に 、 灌 漑 用 と し て 用 水 池 を 使
用 す る 場 合 に は 、 水 質 の 悪 化 を 未 然 に 防 止 す る た め に 、 定 期 的 に 用 水 の 入 れ 替 え を 行 う 必
要 が 生 じ る 、 な ど の 管 理 面 で の 問 題 が あ り 、 限 ら れ た 土 地 の 有 効 利 用 を 検 討 す る 上 で 、 従
来 の 用 水 池 を 確 保 す る こ と が 年 々 困 難 に な る 傾 向 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 近 年 は 、 雨 水 や 地 下 水 を 貯 留 す る 貯 留 槽 を 地 中 に 埋 設 し 、 当 該 貯 留 槽 に 集 水 さ れ
た 貯 留 水 を 必 要 に 応 じ て 取 水 す る 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。 上 記 特 許 文 献 １ の 提 案 は 、 透 水
性 の あ る 周 壁 を 有 す る 槽 本 体 を 地 下 水 位 の 層 に 設 置 し 、 地 表 と 槽 本 体 と を 通 口 を 介 し て 接
続 し た 防 災 井 戸 の 構 成 で あ り 、 ま た 特 許 文 献 ２ の 提 案 は 、 地 下 に 埋 設 し た 貯 水 槽 に 雨 水 を
導 入 パ イ プ を 介 し て 貯 留 す る 地 下 水 槽 の 構 成 で あ っ て 、 い ず れ も 地 下 に 槽 本 体 を 埋 設 す る
こ と に よ り 、 従 来 構 成 の 用 水 池 に 代 わ る 水 資 源 施 設 と す る こ と が で き る も の の 、 埋 め 戻 し
時 の 転 圧 や 土 圧 に 対 し て 十 分 な 剛 性 、 強 度 を 必 要 と す る た め 、 専 用 の 槽 本 体 を 製 造 す る う
え で 高 コ ス ト を 余 儀 な く さ れ 、 ま た 用 途 に よ っ て 異 な る 貯 水 量 の 大 小 に 対 応 す る た め に は
、 固 定 容 量 の 槽 本 体 を 個 別 に 複 数 設 置 す る 必 要 が あ る ば か り で な く 、 設 置 場 所 の 土 地 条 件
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や 環 境 上 の 制 限 に 対 し て 、 未 だ 柔 軟 な 地 下 水 開 発 を 行 う こ と が 困 難 な 状 況 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ７ ３ ９ ２ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ０ ４ ９ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 の ご と き 実 状 に 鑑 み 地 下 水 貯 留 槽 の 構 成 お よ び そ の 施 工 方 法 を 追 究 す る 研
究 、 開 発 の 過 程 で 創 案 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 意 図 す る と こ ろ は 、 埋 設 水 路 用 管 材 と し
て 従 来 か ら 知 ら れ て い る ヒ ュ ー ム 管 （ 遠 心 力 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 ） や 推 進 管 あ る い は ボ ッ
ク ス カ ル バ ー ト 等 の 流 通 管 を 、 地 下 水 貯 留 槽 の 構 成 部 材 と し て 利 用 す る こ と に よ り 、 用 途
に 応 じ た 地 下 水 貯 留 量 の 変 更 を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 か つ 設 置 場 所 の 条 件 等 に 柔 軟 に 対
応 す る 施 工 を 可 能 に し た 地 下 水 貯 留 槽 お よ び そ の 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 が 採 用 し た 技 術 手 段 は 、 透 水 性 を 有 す る 槽 本 体 を 、 地 下
水 を 含 有 す る 帯 水 層 に 埋 設 し 、 か つ 当 該 槽 本 体 に 貯 留 さ れ た 地 下 水 を 、 地 表 面 に 突 出 す る
連 通 筒 を 介 し て 取 り 出 す よ う に 構 成 し た 地 下 水 貯 留 槽 に お い て 、 上 記 槽 本 体 は 、 横 置 き し
た 埋 設 水 路 用 管 材 の 壁 面 に 、 そ の 内 部 に 通 じ る 連 通 筒 を 一 体 に 設 け 、 か つ 当 該 管 材 の 開 放
両 端 面 を 、 複 数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 で 閉 塞 し て な る こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 つ の 好 ま し い 態 様 で は 、 上 記 槽 本 体 は 、 複 数 の 埋 設 水 路 用 管 材 を 横 方 向 に 連 接 し て 構 成
さ れ 、 か つ そ の 開 放 両 端 面 を 、 複 数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 で 閉 塞 し て な る も の
で あ る 。 こ の 場 合 、 複 数 の 埋 設 水 路 用 管 材 を 横 方 向 に 連 接 し て 構 成 さ れ た 槽 本 体 を 、 管 材
内 部 に 通 じ る 連 通 筒 を 外 周 上 面 に 延 出 し た 一 つ 以 上 の 第 １ の 埋 設 水 路 用 管 材 と 、 増 設 専 用
の 一 つ 以 上 の 第 ２ の 埋 設 水 路 用 管 材 と か ら 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 が 採 用 し た 他 の 技 術 手 段 は 、 地 表 面 か ら 地 下 水 を 含 有 す る 帯 水 層 ま で 掘 削 し て 、 所
要 の 法 勾 配 を 有 す る 掘 削 部 を 形 成 す る 工 程 と 、 砕 石 を 敷 き 詰 め た 掘 削 部 底 部 に 、 埋 設 水 路
用 管 材 の 壁 面 に 、 そ の 内 部 に 通 じ る 連 通 筒 を 一 体 に 設 け 、 か つ 当 該 管 材 の 開 放 両 端 面 を 、
複 数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 で 閉 塞 し て な る 槽 本 体 を 横 置 き し 、 そ の 周 囲 お よ び
上 部 に 砕 石 を 充 填 す る 工 程 と 、 掘 削 さ れ た 掘 削 土 を 充 填 し た 砕 石 の 上 面 に 埋 め 戻 す 工 程 と
、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
し た が っ て 本 発 明 に よ れ ば 、 埋 め 戻 し 時 の 転 圧 や 土 圧 に 対 し て 実 績 の あ る 既 存 の 埋 設 水 路
用 管 材 に 、 最 小 限 の 加 工 を 施 す の み で 地 下 水 貯 留 槽 を 容 易 に 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た
、 複 数 の 埋 設 水 路 用 管 材 を 組 み 合 わ せ て 連 接 す る こ と に よ り 、 任 意 の 貯 水 量 を 簡 単 に 得 る
こ と が で き る と 共 に 、 そ の 施 工 に 際 し て は 、 需 要 者 の 要 望 や 設 置 場 所 の 土 地 条 件 、 環 境 条
件 に 応 じ て 、 複 数 の 埋 設 水 路 用 管 材 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 柔 軟 で 最 適 な 施 工 を 可 能
に し 、 し か も 地 下 水 貯 留 槽 の 施 工 を 完 了 す れ ば 、 当 該 地 下 水 貯 留 槽 を 埋 設 し た 地 表 面 は 、
田 畑 や そ の 他 の 目 的 に 応 じ て 利 用 す る こ と が で き 、 限 ら れ た 土 地 の 有 効 利 用 を 促 進 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
管 材 内 部 に 通 じ る 連 通 筒 を 外 周 上 面 に 延 出 し た 埋 設 水 路 用 管 材 を 単 体 で 横 置 き に 配 設 し 、
若 し く は 増 設 専 用 の 埋 設 水 路 用 管 材 を 横 置 き に 組 み 合 わ せ て 連 接 し 、 そ の 開 放 両 端 面 を 複
数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 で 閉 塞 し て 地 下 水 貯 留 槽 を 構 成 す る 。 地 下 水 貯 留 槽 は
、 地 下 水 を 含 有 す る 帯 水 層 に 埋 設 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ４ に お い て 、 １ は 地 下 水
貯 留 槽 で あ っ て 、 該 地 下 水 貯 留 槽 １ は 、 遠 心 力 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 ２ （ 以 下 ヒ ュ ー ム 管 ２
と い う 。 ） の 壁 面 の 外 周 上 面 ２ ａ に 、 地 下 水 貯 留 槽 １ 内 の 貯 留 水 の 取 水 を 目 的 と す る コ ン
ク リ ー ト 製 の 連 通 筒 ３ を 立 姿 状 に 一 体 形 成 し て な る 槽 本 体 ４ と 、 該 槽 本 体 ４ の 両 開 放 端 面
４ ａ 、 ４ ｂ に 嵌 着 固 定 さ れ て こ れ を 閉 塞 す る コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ 、 ６ と か ら 構 成 さ れ て お り
、 連 通 筒 ３ を 地 表 面 か ら 上 方 に 突 出 さ せ た 状 態 で 、 上 記 地 下 水 貯 留 槽 １ を 所 望 の 設 置 場 所
に 横 置 き で 埋 設 す る こ と に よ り 地 下 水 位 以 下 の 地 下 水 を 貯 留 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 槽 本 体 ４ の 両 開 放 端 面 ４ ａ 、 ４ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 埋 設 水 路 を 構 築 す る 際 に 相 互 に 連 接
さ れ る 継 手 部 ７ ａ 、 ７ ｂ が 一 体 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 上 記 両 開 放 端 面 ４ ａ 、 ４ ｂ を 閉
塞 す る コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ 、 ６ の 内 側 に は 、 継 手 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 形 状 に 合 致 す る 嵌 着 部 ５ ａ
、 ６ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 更 に 上 記 コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ 、 ６ の 平 面 を な す 外 側 面 に は 、 内 外
を 貫 通 す る 複 数 の 透 孔 ５ ｂ 、 ６ ｂ が そ れ ぞ れ 所 定 間 隔 を 存 し て 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ （ ｃ ） （ ｄ ） に 示 す ヒ ュ ー ム 管 ２ は 、 既 製 品 と し て 存 在 す る ヒ ュ ー ム 管 ２ を そ の ま ま
増 設 専 用 と す る も の で あ っ て 、 当 該 ヒ ュ ー ム 管 ２ は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 連 通 筒 ３ を 除 い て
上 述 し た 槽 本 体 ４ と 同 一 構 成 を 有 し 、 当 該 槽 本 体 ４ と 組 み 合 わ せ 接 続 さ れ て 、 そ の 貯 留 水
量 を 増 加 す る 目 的 で 用 い ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 槽 本 体 ４ は 、 １ 本 の 連 通 筒 ３ を 立 姿 状 に 一 体 形 成 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 連 通 筒 ３ 、 ３ ´ … を 立 姿 状 に 一 体 形 成 し て 槽 本 体 ４ ´ を 構
成 す る よ う に し て も よ い 。 一 つ の 態 様 で は 、 連 通 筒 ３ を 防 災 時 の 取 水 用 と し 、 連 通 筒 ３ ´
を 通 常 時 の 取 水 用 （ 農 業 用 等 ） と し て 使 用 さ れ る 。 貯 留 槽 内 の 地 下 水 は 、 連 通 筒 ３ 内 に 配
設 し た 図 示 し な い 揚 水 手 段 に よ っ て 地 表 に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う な 揚 水 手 段 は 周 知 で あ っ
て 、 例 え ば 、 揚 水 管 と 揚 水 ポ ン プ か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 、 貯 留 槽 内 の 水 量 を 常 時 監 視 す る
こ と が 望 ま し く 、 水 量 (水 位 )情 報 は 、 例 え ば 、 連 通 筒 内 に 取 り 付 け た 水 量 ゲ ー ジ に よ っ て
取 得 さ れ る 。 ま た 、 立 姿 状 に 垂 直 状 に 延 出 す る 連 通 筒 を 図 示 し た が 、 連 通 筒 は 設 置 場 所 や
利 用 方 法 に 応 じ て 傾 斜 状 に 延 出 す る も の で も よ い 。 ま た 、 連 通 筒 は 、 複 数 の 筒 体 を 長 さ 方
向 に 連 接 し て 形 成 し た も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 上 述 の よ う に 構 成 し た 地 下 水 貯 留 槽 １ の 施 工 方 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ４ ～
図 ７ に お い て 、 ま ず 、 所 要 の 法 勾 配 を 有 す る 掘 削 部 ８ を 、 地 表 面 ９ か ら 地 下 水 位 上 限 位 置
Ａ よ り 低 位 の 地 中 域 ま で 掘 削 す る （ 図 ５ （ ａ ） ） 。 こ の 時 、 地 表 面 ９ か ら 地 下 水 位 上 限 位
置 Ａ に 至 る 間 で 掘 削 さ れ た 掘 削 土 と 、 地 下 水 位 上 限 位 置 Ａ 以 下 で 掘 削 さ れ た 掘 削 土 と を 区
別 し て お く と 便 利 で あ る 。 ま た 、 上 記 掘 削 部 ８ の 底 部 ８ ａ 全 面 に 耐 性 の 高 い 防 水 シ ー ト １
０ を 敷 設 し 、 後 述 す る 砕 石 （ 栗 石 、 ガ ラ 等 ） １ １ を 充 填 し た 際 に 、 集 水 さ れ る 地 下 水 の 当
該 底 部 ８ ａ に お け る 流 下 を 抑 制 し て 集 水 効 率 を 高 め る よ う に す る と よ い 。 ま た 、 掘 削 部 ８
の 傾 斜 状 の 法 面 に 透 水 シ ー ト や フ ィ ル タ 材 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 い で 、 上 記 底 部 ８ ａ の 防 水 シ ー ト １ ０ 上 に 砕 石 １ １ を 敷 き 詰 め 、 地 下 水 貯 留 槽 １ を 図 示
し な い ク レ ー ン 等 で 吊 り 下 げ て 当 該 砕 石 １ １ 上 に 載 置 し （ 図 ５ （ ｂ ） ） 、 そ の 周 囲 お よ び
上 部 に 、 砕 石 １ １ を 地 下 水 位 上 限 位 置 Ａ ま で 均 平 に 充 填 す る (図 ６ ） 。 こ こ で 、 埋 設 水 路
用 管 材 ２ の 壁 面 に 、 そ の 内 部 に 通 じ る 連 通 筒 ３ を 一 体 に 設 け 、 か つ 当 該 管 材 ２ の 開 放 両 端
面 を 、 複 数 の 透 孔 を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ ， ６ で 閉 塞 し て な る 槽 本 体 は 、 組 み 立 て た
状 態 で 掘 削 部 ８ 内 に 搬 入 し て も 、 あ る い は 、 管 材 ２ 、 連 通 筒 ３ 、 コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ ， ６ を
別 個 に 掘 削 部 ８ 内 に 搬 入 し て 、 掘 削 部 ８ 内 で 組 み 立 て て 一 体 化 し て も よ い 。 ま た 、 槽 本 体
が 、 複 数 の 埋 設 水 路 用 管 材 ２ を 横 方 向 に 連 接 し て 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 複 数 の 管 材 ２ を 砕
石 の 上 に 載 置 し た 後 で 、 掘 削 部 ８ 内 で 連 接 す る こ と が 好 ま し い が 、 予 め 連 接 さ れ た 複 数 の
管 材 ２ を 用 い て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
然 る 後 、 地 表 面 ９ か ら 地 下 水 位 上 限 位 置 Ａ に 至 る 間 で 掘 削 さ れ た 掘 削 土 Ｂ を 、 地 下 水 位 上
限 位 置 Ａ ま で 充 填 し た 砕 石 １ １ の 上 面 に 埋 め 戻 し 、 掘 削 部 ８ の 周 辺 に 位 置 す る 地 表 面 と 均
平 を な す よ う に 地 固 め を す る (図 ７ ） 。 こ の 時 、 シ ー ト 状 の 吸 出 し 防 止 材 １ ２ で 砕 石 １ １
の 上 面 全 域 を 予 め 覆 っ て お く こ と に よ り 、 地 表 面 ９ か ら の 雨 水 や 外 圧 を 受 け た 場 合 に 、 地
表 面 ９ か ら 地 下 水 位 上 限 位 置 Ａ に 至 る 泥 土 が 液 状 化 し て 砕 石 １ １ の 下 方 に 流 下 す る こ と を
未 然 に 防 止 で き 、 地 下 水 位 以 下 に お け る 地 下 水 の 集 水 機 能 を 長 期 に 亘 っ て 維 持 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 上 記 の よ う に 埋 設 が 完 了 し た 地 下 水 貯 留 槽 １ で は 、 砕 石 １ １ お よ び コ ン ク リ ー ト
蓋 ５ 、 ６ の 透 孔 ５ ｂ 、 ６ ｂ を 介 し て 地 下 水 が 槽 本 体 ４ 内 部 に 集 水 さ れ 、 槽 本 体 ４ 内 は 速 や
か に 大 量 の 地 下 水 で 満 た さ れ る こ と に な り 、 常 時 安 定 し て 恒 常 的 に 地 下 水 を 地 下 水 貯 留 槽
１ に 貯 留 し て お く こ と が で き 、 従 来 の よ う に 用 水 池 専 用 の 土 地 区 画 域 を 必 要 と す る こ と な
く 、 ま た 気 象 変 化 や 雨 期 ・ 乾 期 に お け る 貯 留 水 量 の 増 減 、 異 物 の 混 入 防 止 等 に 対 す る 配 慮
を 要 す る こ と な く 、 地 下 水 の 利 用 、 運 用 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
更 に 、 地 下 水 貯 留 槽 １ を 灌 漑 用 と し て 利 用 す る 場 合 に も 、 常 に 新 鮮 な 地 下 水 を 連 通 筒 ３ か
ら 取 水 し て 利 用 す る こ と が で き る の で 、 従 来 の よ う に 水 質 の 悪 化 を 防 止 す る た め に 定 期 的
に 用 水 の 入 れ 替 え を 行 う 、 な ど の 管 理 が 不 要 と な り 、 ま た 地 下 水 貯 留 槽 １ の 埋 設 が 完 了 し
た 地 表 面 ９ は 、 通 常 の 田 畑 や そ の 他 の 施 設 を 設 け る こ と が で き る の で 、 限 ら れ た 土 地 の 利
用 効 率 を 一 層 高 め る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 、 地 下 水 貯 留 槽 １ は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば コ ン ク
リ ー ト 蓋 ５ 、 ６ は 、 図 ３ （ ｅ ） ～ （ ｉ ） に 示 す よ う に 、 透 孔 ５ ｂ 、 ６ ｂ を ド ー ム 状 の 外 側
面 部 １ ３ に 穿 設 し て コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ ´ 、 ６ ´ と し て 一 体 形 成 す れ ば 、 転 圧 、 土 圧 に 対 し
て よ り 一 層 強 固 な 構 造 と す る こ と が で き 、 ま た 同 図 （ ｇ ） ～ （ ｈ ） に 示 す よ う に 、 槽 本 体
４ の 両 開 放 端 面 ４ ａ 、 ４ ｂ よ り 大 径 の コ ン ク リ ー ト 製 円 盤 に 透 孔 ５ ｂ 、 ６ ｂ を 穿 設 し 、 上
記 両 開 放 端 面 ４ ａ 、 ４ ｂ に 面 着 さ せ る 簡 易 な 構 成 の コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ ´ ´ 、 ６ ´ ´ と し て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 上 記 槽 本 体 ４ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 増 設 専 用 の ヒ ュ ー ム 管 ２ や 複 数 の 連 通 筒 ３ 、
３ ´ … を 一 体 形 成 し た 槽 本 体 ４ ´ を 組 み 合 わ せ 横 方 向 に 連 続 し て 接 続 す る こ と に よ り 、 需
要 者 の 要 望 あ る い は 設 置 場 所 の 環 境 条 件 等 を 考 慮 し た 地 下 水 貯 留 槽 を 任 意 の 貯 留 量 に 設 定
し て 容 易 に 構 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
す な わ ち 、 同 図 （ ａ ） は 実 施 例 の 槽 本 体 ４ に 増 設 専 用 の ヒ ュ ー ム 管 ２ を 一 本 連 接 し て 、 そ
の 両 開 放 端 面 を コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ 、 ６ で 閉 塞 し た 構 成 、 同 図 （ ｂ ） は 実 施 例 の 槽 本 体 ４ に
増 設 専 用 の ヒ ュ ー ム 管 ２ を そ れ ぞ れ 左 右 位 置 に 一 本 ず つ 連 接 し て 、 そ の 両 開 放 端 面 を コ ン
ク リ ー ト 蓋 ５ 、 ６ で 閉 塞 し た 構 成 、 同 図 （ ｃ ） は 実 施 例 の 槽 本 体 ４ 、 ４ を 連 接 し 、 更 に 増
設 専 用 の ヒ ュ ー ム 管 ２ を 一 本 連 接 し て 、 そ の 両 開 放 端 面 を コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ 、 ６ で 閉 塞 し
た 構 成 、 同 図 （ ｄ ） は 複 数 の 連 通 筒 ３ 、 ３ ´ … を 一 体 形 成 し た 槽 本 体 ４ ´ に 増 設 専 用 の ヒ
ュ ー ム 管 ２ を 一 本 連 接 し 、 更 に 当 該 ヒ ュ ー ム 管 ２ の 一 方 の 開 放 端 面 に 、 水 質 改 良 材 と し て
の 炭 を 投 入 す る た め の 管 理 筒 ３ ´ ´ を 一 体 形 成 し た 槽 本 体 ４ ´ ´ を 連 接 し て 、 ド ー ム 状 の
外 側 面 部 １ ３ を 有 す る コ ン ク リ ー ト 蓋 ５ ´ 、 ６ ´ で 開 放 両 端 面 を 閉 塞 し た 構 成 を 示 す も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ９ は 、 前 記 実 施 例 の ヒ ュ ー ム 管 ２ を 主 体 と す る 槽 本 体 ４ の 構 成 に 代 え て ボ ッ ク ス カ ル バ
ー ト を 採 用 し た 場 合 を 示 す も の で あ っ て 、 連 通 筒 １ ３ を 外 周 上 面 に 立 姿 状 に 一 体 形 成 し た
ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト １ ４ か ら な る 槽 本 体 １ ５ の 両 開 放 端 面 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ を 、 透 孔 １ ６ ａ
… を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 １ ６ と 、 透 孔 １ ７ ａ … を 穿 設 し た コ ン ク リ ー ト 蓋 １ ７ で 閉 塞
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し て 地 下 水 貯 留 槽 １ ８ を 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 構 成 の 槽 本 体 １ ５ の 場 合 も 、 前 記 実 施 例 と 同 様 に 増 設 専 用 の ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト １ ４
や 当 該 槽 本 体 １ ５ を 複 数 組 み 合 わ せ 連 接 す る こ と に よ り 、 任 意 の 貯 留 量 を 有 す る 地 下 水 貯
留 槽 １ ８ を 簡 単 に 構 成 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
水 資 源 施 設 と し て 利 用 可 能 で あ る の で 、 例 え ば 、 灌 漑 用 水 路 を 設 備 す る こ と が 困 難 な 田 畑
、 工 場 で の 使 用 を 前 提 と し た 工 業 用 水 設 備 、 ガ ソ リ ン ス タ ン ド に お け る 洗 車 用 の 水 施 設 、
水 道 管 設 備 を 設 け る こ と が 困 難 な ゴ ル フ 場 の 散 水 設 備 、 釣 り 堀 の 管 理 用 水 、 融 雪 用 水 等 に
幅 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 槽 本 体 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 同 上 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は ヒ ュ ー ム 管 の 正 面 図
、 （ ｄ ） は 同 上 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 槽 本 体 の 他 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は コ ン ク リ ー ト 蓋 の 側 面 図 、 （ ｂ ） は 同 上 背 面 図 、 （ ｃ ） は コ ン ク リ ー ト
蓋 の 側 面 図 、 （ ｄ ） は 同 上 正 面 図 、 （ ｅ ） は 他 の 構 成 の コ ン ク リ ー ト 蓋 の 側 面 図 、 （ ｆ ）
は 他 の 構 成 の コ ン ク リ ー ト 蓋 の 側 面 図 、 （ ｇ ） は 他 の 構 成 の コ ン ク リ ー ト 蓋 の 側 面 図 、 （
ｈ ） は 同 上 正 面 図 、 （ ｉ ） は 同 上 説 明 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 槽 本 体 と コ ン ク リ ー ト 蓋 の 取 り 付 け を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 地 下 水 貯 留 槽 の 施 工 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 図 ５ に 続 く 地 下 水 貯 留 槽 の 施 工 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 図 ６ に 続 く 地 下 水 貯 留 槽 の 施 工 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 地 下 水 貯 留 槽 の 組 み 合 わ せ 構 成 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） は 他 の 構 成 を 示 す 槽 本 体 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 同 上 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は 同 上
槽 本 体 と コ ン ク リ ー ト 蓋 の 取 り 付 け を 示 す 説 明 図 、 （ ｄ ） は コ ン ク リ ー ト 蓋 を 取 り 付 け た
地 下 水 貯 留 槽 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 　 　 　 地 下 水 貯 留 槽
２ 　 　 　 ヒ ュ ー ム 管 （ 埋 設 水 路 用 管 材 ）
２ ａ 　 　 外 周 上 面
３ 　 　 　 連 通 筒
４ 　 　 　 槽 本 体
４ ａ 　 　 開 放 両 端 面
４ ｂ 　 　 開 放 両 端 面
５ 　 　 　 コ ン ク リ ー ト 蓋
５ ｂ 　 　 透 孔
６ 　 　 　 コ ン ク リ ー ト 蓋
６ ｂ 　 　 透 孔
８ 　 　 　 掘 削 部
８ ａ 　 　 底 部
９ 　 　 　 地 表 面
１ １ 　 　 砕 石
Ａ 　 　 　 地 下 水 位 上 限 位 置
Ｂ 　 　 　 掘 削 土
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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